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1. ⼤学図書館の利⽤実態を把握 
 するアプローチ 
1.1 ⼤学図書館の利⽤実態を把握する 
伝統的調査⼿法とその問題点 
 大学図書館は，大学の研究教育活動におけ
る位置づけを把握するために，必要に応じて
様々な調査を実施してきた。代表的な調査ア
プローチとして質問紙調査や観察調査があ
り，これらの調査の有用性は依然として失わ
れていない。 
 しかし，過去に実施されたこれらの調査の
多くは，調査実施時点のスナップショットで
ある。先行調査のアプローチには，調査方法
上の制約から問題点が指摘されおり 1)2)，たと
えば，調査対象，データの新しさ，回答の客
観性などがある。従来の調査では，調査対象
は，来館者や標本抽出によるものであり，図
書館の実利用者や図書館に関心のあるものが
回答する傾向がある。データの新しさに関し
ては，調査主体および協力者に対する各種負
担から，毎年継続して調査を実施することは
不可能であり，調査結果と現状との齟齬は回
避できない。回答の客観性に関しては，回答
者が自らの図書館利用に関して何らかのバイ
アスをかけている可能性（知らない，覚えて
いない，答えなくないなど）がある。 
1.2 ⼤規模な図書館業務データを対象 
とした調査 
 近年では，機関調査や学習分析の文脈で，
大学図書館が保有している大規模な図書館業
務データ（入館回数，貸出冊数，電子情報源
へのログイン数など）を分析することによっ
て，基本的な図書館利用者の利用実態および
パターンに加えて，アウトカム（たとえば，
成績（GPA など））との関係を把握すること
が行われるようになってきた 3)。これらの調
査は，図書館業務システムから容易に得られ
る入館回数や貸出冊数などの全件を対象とす
ることから，全利用者の客観的データに基づ
く，最新のデータを継続的に分析することが

可能であり，先行研究が抱えていた問題のい
くつかを回避することが出来る。筆者らは，
特定大学図書館の入館データ全件を分析する
ことで，当該大学における学生の入館頻度
は，質問紙調査で得られた一般的傾向より
も，顕著な差があることなどを明らかにして
いる 4)。 
1.3 本研究の⽬的 
 大規模図書館業務データを扱った先行研究
の多くは，主に図書館利用と成績との関係を
問題としており，大規模データによって明ら
かになる図書館利用の基礎データやパターン
に焦点を当てていない 5)6)。本研究では，成績
との関係は扱わず，図書館利用パターンを明
らかにすることを主たる目的としている。そ
の際に，前回 4)は扱わなかった貸出データを
も対象とするとともに，先行研究でも取られ
ていないアプローチ，すなわち入館および貸
出データのパネルデータを用いる。 
 本研究では，特定大学図書館の 1）入館デ
ータだけではなく貸出データを対象に，2）
二年間のパネルデータを形成することによっ
て，特に，学年の進級と合わせて同一利用者
の大学図書館利用にどのようなパターンが見
いだされるかを明らかにすることを目的とし
ている。 

2. 調査⽅法 

2.1 調査対象 
 調査対象は，三重大学附属図書館および医
学部図書館の 2013 年度および 2014 年度入
館および貸出データ全件である。全図書館利
用者が含まれる利用者マスターファイルに基
づき，全データに含まれる学部生・大学院生
（正規生のみ）のデータ（表 1）を抽出し，
得られた入館データ約 80 万件（2013 年度
375,498 件，2014 年度 439,769 件）貸出デ
ータ約 12 万件（2013 年度 58,619 件，
2014 年度 63,403 件）を分析対象とした。
なお，地域イノベーション学研究科は，学部
を持たないため，今回の調査では対象に含め



ていない。 
2.2 調査項⽬ 
 入館および貸出データに共通する項目とし
て，1）学籍番号を匿名ランダム化した ID と
それに対応する 2）入館および貸出の日時が
含まれている。入館データには，1）入学年
度，2）所属学部および３）学科情報が，貸
出データには，各資料に対応する１）三重大
固有の図書 ID と２）NCID が含まれている。
各利用者には，学籍番号を匿名化したユニー
クな ID が付与されており，ID に基づいて同
一利用者の入館および貸出データを結
びつけることが可能になる（図 1）。 
 調査項目は，利用者の入館回数およ
び貸出回数である。両者に対して，各
年度で全体の単純集計を行うととも
に，1）課程，2）入学年度，3）部局
別の集計を行い，二年度間の比較を行
う。 
 パネルデータの分析においては，
2013 年度における学士課程の 1年生
から 3年生を対象に，上記の項目を同
様に集計し，2013 年度と 2014 年度で
の入館および貸出回数の比較を行う。 
 本研究は，入館および貸出データに
含まれる個人情報保護の観点から，三
重大学医学系研究科研究倫理審査委員
会での承認（No.1463）を受けて実施
した。 

3. 調査結果 

3.1 ⼊館回数 
 表 2 に，2013 年度および 2014 年
度の入館回数の概要を示した。入館回
数の合計および平均は，全体として増

加傾向にあり，学士課程，B1 から D1，学士
課程の全学部，大学院の人文・教育学・医学
研究科で増加している。B2，B3 と医学部に
顕著な増加が見られる以外は，学部における
人文・医学部の平均入館回数の多さ，大学院
における文高理低などの大きな傾向は変わっ
ていない。 
 学士課程の各学年における入館回数の変化
を見ると，進級と共に増減を繰り返している
ことがわかる。1年生が最も平均入館回数が
多く，2年生で減少し，3年生で再び増加
し，4年生で最も低くなっている。この背景
には，1年生の授業では，初年次教育の一環

表２. 各年度における入館回数の概要 

 

表 1. 各年度の所属学生数 

  

 
図 1. 調査データの処理プロセス 
 



として図書館ガイダンスが含まれている必修
の授業や図書館の利用が組み込まれている授
業が多いためと推測される。2年生ではこう
した形態の授業がなくなるため入館回数が減
少するが，3年生になり研究室（ゼミ）での
活動が始まることで再び増加し，4年生にな
ると，履修授業数の減少や就職活動によって
大学に来る回数が減少することと対応してい
ると考えられる。 
3.2 貸出回数 
 表 3 に，2013 年度および 2014 年度の貸
出回数の概要を示した。貸出回数において
も，合計および平均は，全体として増加傾向
にある。学士から博士課程にかけての減少，
大学院における文高理低は，入館回数と共通
しているが，学部における平均貸出回数は，
人文・教育学部が多い点が異なる。 
 学士課程の各学年における貸出回数は，2
年生で減少することなく微増を示している点
は入館回数とは異なっているものの，3年生
で上昇し，4年生で再び減少する傾向は同じ
である。 

3.3 パネルデータの分析 
 同一利用者を対象とした入館および貸
出回数のパネルデータを分析すること
で，前節で示した全体および平均的な利
用実態からは見ることができなかった
個々の利用者が取り得る多様なパターン
を明らかにすることができる。 
 表 4 は，2013 年度時の学士課程の 1
年生から 3年生の 2年度間（2013-
2014）における入館回数と貸出回数と
の増減を，全体と学年別にクロス集計し
たものである。この 2年度間で，全体的
傾向とは異なるおよび見いだせなかった
パターン，たとえば，利用者全体では入
館および貸出回数をともに減らしている
学生の割合が高いこと，学年別では，た
とえば二年進級後に入館貸出が両方増加
している学生が 2割強存在しているこ
と，二年連続で入館も貸出もなかった学
生の割合などを把握することができる
（両年度同じは，ほぼ全てが 0回）。 
 表 5 に，学部ごとの全体および学年別
のクロス集計の結果を示した。全体で
は，教育・工学・生物資源学部は表 4の
傾向と合致するが人文・医学部は異なっ
ている。学年別ではパターンが複雑にな
り，人文は二年進級後に，医学部は四年
進級後においても，入館貸出が両方増加

する割合が最も高く，逆に生物資源学部は，
どの学年においても入館・貸出回数ともに減
少傾向になることなどがわかる。 
 以上のように，パネルデータとして入館貸
出データを分析することで，年度単位の比較
による全体的傾向からは見いだせなかった図
書館の利用実態を把握することができた。 

4. 結論 

 大学図書館が保有する大規模な業務データ
を利用し，パネルデータを形成することで，
学年の進級にともなう大学生の大学図書館の
入館および貸出に関する利用パターンするこ
とができた。 
 今回は，1大学大学図書館および二年度分
のデータを対象としたが，今後は，他大学と
の比較調査や，四年度分のデータを対象にす
ることで，入学から卒業までの学生の大学図
書館の利用パターンを明らかにする予定であ
る。 

表３. 各年度における貸出回数の概要 
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